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題 字 を 書 き ま し た

声の広報［文字による情報入手が困難な障がい者のための
音声訳（録音版）広報誌］（福祉課 ☎ 63-1406）

一
年
生
の
こ
ろ
か
ら
習
字
を
始
め
ま
し
た
。
題

字
は
、習
字
の
先
生
の
す
す
め
で
応
募
し
ま
し
た
。

夢
中
に
な
っ
て
い
る
の
は
、
サ
ッ
カ
ー
で
す
。

部
活
動
に
入
っ
て
い
ま
す
。
今
は
い
ろ
ん
な
ポ
ジ

シ
ョ
ン
で
プ
レ
イ
し
て
い
ま
す
が
、
特
に
デ
ィ

フ
ェ
ン
ダ
ー
が
楽
し
い
で
す
。

将
来
は
サ
ッ
カ
ー
選
手
に
な
っ
て
、
海
外
で
活

躍
し
た
い
で
す
。

4 月 1 日（金）から
市民サービスセンター取り扱い業務を
拡充します

100 歳　おめでとうございます

2 月に 100 歳のお誕生日を迎えられた南ウメさん、
永島トメさん。2 月 16 日（水）前畑荒尾市長から記
念品が贈呈されました。家族の皆さんに囲まれ、た
くさんの祝福を受けて、市長訪問のひと時を過ごさ
れました。

南  ウメ　さん
（甲根）

永島  トメ　さん
（上小路）

市民サービスセンターで取り扱うことができる業
務を拡充します。市民の皆さんにより身近で便利な
窓口になりますので、どうぞご利用ください。

市民サービスセンター取り扱い業務　
※●は 4 月 1 日から新しく取り扱う業務です。

○住民票謄本・抄本、除票の写し、記載事項証明など
　の交付
○戸籍謄本・抄本、除籍謄本・抄本、附票の写しの交付
○印鑑証明書の交付、印鑑登録・廃止手続き
○所得・課税証明書（未申告分と法人名義分は除く）
○固定資産証明書（無資産証明、死亡者名義分は除く）
○軽自動車税車検用納税証明書の交付
○年金はがきの証明（現況届、身上報告書）
●市県民税、固定資産税、軽自動車税、国民健康保険
　税の納付
　（督促状を含む納期内の納付書を持参した場合に限ります）

●納税証明書など（納税証明書、滞納のない証明書、
　国民健康保険税納付証明書）の交付❖
　（納税状況により納税証明書が交付できない場合もあります）

●法人名義分の固定資産証明書の交付❖
　（発行できない場合もありますので、事前に確認してください）

●乳幼児医療費助成・母子家庭医療費助成・重度心身
　障害者医療費助成の各申請受付
　（必ず受給資格者証を持参してください）

市民サービスセンターは
土・日・祝日も利用できます
●場所　あらおシティモール 2 階
●窓口時間　午前 10 時 30 分～午後 7 時
●休業日　12 月 29 日～ 1 月 3 日
※ただし、機器の定期点検などメンテナンス作
業を行うため、臨時休業することがあります。

※❖の業務につい
て は、4 月 1 日 か
ら市民課でも取り
扱います。
※取り扱い業務の中
でも、一部要望にお
応えできない場合も
あります。
※窓口には本人確認
ができるものをお持
ちください。

問市民サービスセンター  ☎ 65-8120
　市民課　☎ 63-1302

平成 23年度　広報あらお
題字採用者が決定しました

平成 23 年度「広報あらお」に掲載する「題字」が決
定しました。多くのご応募、ありがとうございました。
●掲載が決定した皆さん（敬称略・学校名と学年は来
年度のものです）
西岡寛悟（4/1 号・万田 2 年）、浦川カレン（4/15 号・
一小 6 年）、松崎智樹（5/1 号・府本 6 年）、磯田知世（5/15 号・
万田 5 年）、小田彩夏（6/1 号・緑ケ丘 6 年）、清水啓功

（6/15 号・中央 2 年）、緒方広野（7/1 号・一小 3 年）、三
津家由香（7/15 号・緑ケ丘 4 年）、大月真子（8 月合併号・
有明 4 年）、城戸双汰朗（9/1 号・桜山 4 年）、村上隼都（9/15
号・緑ケ丘 4 年）、龍美月（10/1 号・一小 3 年）、伊藤凛

（10/15 号・万田 4 年）、安田真聖（11/1 号・中央 6 年）、
浦浜綾香（11/15 号・一小 4 年）、久保田留以（12/1 号・
平井 4 年）、那須愛理（12/15 号・緑ケ丘 2 年）、小野智
史（1 月合併号・万田 6 年）、寺岡鈴々夏（2/1 号・清里
6 年）、大寺秀弥（2/15 号・中央 4 年）、鵜池杏優（3/1 号・
八幡 6 年）、柗原真璃乃（3/15 号・桜山 4 年）
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九州新幹線  全線開業 !

新玉名→博多→新大阪

6 時 10 ※ 1・36・54

7 時 22・37・57

8 時 21・37

9 時 16

10 時 14

11 時 14

12 時 14

13 時 14・30 ※ 1

14 時 14

15 時 14

16 時 16・41

17 時 14・41

18 時 7・36

19 時 5・26

20 時 10・51

21 時 23・55

22 時 45

新玉名駅
アクセス方法

JR

JR 荒尾駅～ JR 玉名駅 ( 約 20
分 )、JR 玉名駅から産交バス
で約 16 分（6 時～ 19 時台に
平均 1 時間に 2 本）

車 バス
荒尾市内から約 30 分無料駐
車場 (229 台 ) ※原則 14 日間
まで
問玉名市役所地域振興課 
☎ 75-1421

荒尾市内から産交バスで約 75
分（荒尾営業所発あらおシティ
モール・長洲港経由 1 日 3 本）
問産交バス玉名営業所 
☎ 57-0100

新大牟田駅
アクセス方法

JR

JR 荒尾駅～ JR 大牟田駅 ( 約 5
分 )、JR 大牟田駅から西鉄バ
ス 55 番系統で約 30 分
問西鉄バス大牟田営業所 
☎ 0944-53-8131

車

荒尾市内から車で約 30 分
市営有料駐車場 (77 台 )
問大牟田市役所安心安全課 
☎ 0944-41-2894

新玉名→熊本→鹿児島中央

6 時 52 ※ 2

7 時 41

8 時 17・48 ※ 2

9 時 21・59

10 時 32

11 時 2 ※ 2・23

12 時 30

13 時 30

14 時 30

15 時 14 ※ 2・30

16 時 30

17 時 31

18 時 30

19 時 1・35

20 時 4・42

21 時 8・30 ※ 2

22 時 1・34 ※ 2

23 時 1・30・48

新大牟田→博多→新大阪

6 時 18 ※ 1・44

7 時 2・30・45

8 時 5・28・45

9 時 24

10 時 22

11 時 22

12 時 22

13 時 22・35 ※ 1

14 時 22

15 時 22

16 時 23・49

17 時 22・49

18 時 16・44

19 時 13・34

20 時 17・59

21 時 31

22 時 3・52

新大牟田→熊本→鹿児島中央

6 時 44 ※ 2

7 時 34

8 時 9・40 ※ 2

9 時 14・52

10 時 24・54 ※ 2

11 時 16

12 時 22

13 時 22

14 時 22

15 時 22

16 時 9 ※ 2・22

17 時 23

18 時 22・54

19 時 27・56

20 時 34

21 時 0・23・54 ※ 2

22 時 26 ※ 2・54

23 時 22・41

新玉名駅時刻表

※ 1　新大阪直通
※ 2　鹿児島中央終点

※ 1　新大阪直通
※ 2　鹿児島中央終点

新大牟田駅時刻表

新玉名駅

新大牟田駅
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夕
日

も
う
す
こ
し
で

ち
つ
こ
う
の

さ
き
は
い
る
お
日
さ
ん

が
た
に
ひ
か
つ
て

ま
ば
ゆ
い

ま
ば
ゆ
い

少
女
詩
人
　
海
達
公
子

小
特
集

略
歴大

正
５
（
１
９
１
６
）
年

８
月
23
日
、
長
野
県
で
生
ま

れ
る
。
本
籍
は
徳
島
県
海
部

郡
阿
部
村
。

大
正
12
年
（
１
９
１
６
）

に
荒
尾
北
尋
常
小
学
校
（
現
・

荒
尾
第
二
小
学
校
）
に
入
学
。

同
年
、
詩
作
を
始
め
る
。

翌
年
、
日
本
の
近
代
児
童

文
学
に
大
き
な
影
響
を
与
え

た
児
童
雑
誌
「
赤
い
鳥
」
に
、

「
ひ
し
」
や
「
夕
日
」
な
ど

が
掲
載
さ
れ
、
選
者
・
北
原

白
秋
か
ら
「
珍
し
い
詩
才
の

持
ち
主
」
と
選
評
を
受
け
る
。

昭
和
４
（
１
９
２
９
）
年

海
達
公
子　
か
い
た
つ
き
み
こ

↑高瀬高等女学校時代の海達公子　　　　写真提供：社会教育課（荒尾市立図書館所蔵）

一
般
社
団
法
人
海
達
公
子
顕
彰

会
の
設
立
は
、二
小
元
気
会
の
「
地

域
活
性
化
部
会
」
で
地
元
出
身
の

公
子
の
顕
彰
事
業
に
取
り
組
ん
だ

こ
と
が
き
っ
か
け
で
し
た
。
そ
の

と
き
か
ら
、
い
ず
れ
は
元
気
会
か

ら
独
立
し
、
顕
彰
事
業
を
行
う
団

体
を
立
ち
上
げ
た
い
と
考
え
て
い

て
、
２
年
前
に
設
立
し
ま
し
た
。

公
子
の
詩
は
、
短
い
詩
の
中
に

深
い
味
が
あ
り
、
感
性
の
鋭
さ
と

純
粋
な
心
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
荒
尾
の
宝
だ
と
思
い
ま
す
。

顕
彰
会
は
こ
れ
か
ら
も
、
あ
せ

ら
ず
じ
っ
く
り
活
動
を
重
ね
て
い

き
ま
す
。
そ
し
て
５
年
後
の
生
誕

100
年
を
盛
り
上
げ
た
い
で
す
ね
。

そ
れ
ま
で
に
は
現
在
11
基
あ
る
詩

碑
を
、
30
基
に
増
や
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

そ
し
て
全
国
の
人
た
ち
に
公
子

と
公
子
の
詩
を
知
っ
て
も
ら
い
、

荒
尾
を
訪
れ
て
ほ
し
い
ん
で
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
公
子
に
つ
い
て
、

い
ろ
ん
な
立
場
の
た
く
さ
ん
の
人

に
、
興
味
を
持
っ
て
も
ら
い
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

※
３
月
20
日
か
ら
「
海
達
公
子
ま

つ
り
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
詳
細

は
16
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

公子を育った地域から全国に発信。多くの人に訪れてほしい

まつやまあつし ● 昭和 12 年
生まれ、日の出町在住。毎年

「海達公子まつり」などを主
催している一般社団法人海達
公子顕彰会の代表理事。

海
達
公
子
は
、
一
緒
に
暮
ら
し

て
い
た
叔
母
と
同
級
生
で
す
。
二

人
は
仲
が
良
く
、
互
い
の
家
を
行

き
来
し
て
い
ま
し
た
。
我
が
家
に

泊
ま
り
に
来
た
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
叔
母
が
『
カ
イ
タ
ツ
さ
ん
、

カ
イ
タ
ツ
さ
ん
』
と
呼
ん
で
い
る

声
が
、
幼
い
頃
か
ら
ず
っ
と
耳
に

残
っ
て
い
ま
し
た
。

私
は
教
員
と
し
て
有
明
小
学
校

に
赴
任
し
、
市
立
図
書
館
で
何
気

な
く
『
赤
い
鳥
』
復
刻
版
を
読
ん

で
い
て
驚
き
ま
し
た
。『
カ
イ
タ

ツ
さ
ん
』
の
作
品
が
た
く
さ
ん
掲

載
さ
れ
て
い
た
ん
で
す
ね
。
そ
の

頃
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
か
っ

た
こ
の
少
女
詩
人
を
私
が
発
掘
し

な
け
れ
ば
と
、
使
命
感
を
覚
え
ま

し
た
。
そ
れ
か
ら
論
文
な
ど
を
発

表
し
、
評
伝
も
ま
と
め
ま
し
た
。

北
原
白
秋
ら
に
認
め
ら
れ
、
天

才
と
も
て
は
や
さ
れ
た
公
子
で
し

た
が
、
実
際
は
大
変
な
努
力
家
で

し
た
。

荒
尾
で
は
、
公
子
の
詩
を
教
材

に
、
子
ど
も
た
ち
に
詩
を
学
ん
で

も
ら
い
た
い
で
す
ね
。
そ
し
て
公

子
の
よ
う
な
豊
か
な
感
性
を
身
に

つ
け
れ
ば
、
き
っ
と
世
の
中
は
良

い
も
の
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

公子は天才と呼ばれた努力の人。詩を教材に、感性を身につけて

きくかわゆうすけ ●昭和４年
生まれ、玉名市在住。海達公
子研究の第一人者。「評伝  海
達公子」（熊日情報文化セン
ター刊）著者。

海
達
公
子
の
詩

の
感
動
は
、
じ
わ

じ
わ
と
滲
む
よ
う

に
訪
れ
る
。
詠
ま

れ
て
い
る
の
は
、

普
段
何
気
な
く
目

に
し
、
経
験
す
る

よ
う
な
あ
た
り
ま

え
の
風
景
だ
。
見

た
ま
ま
を
単
純
に

表
現
し
て
い
る
よ

う
で
、
実
は
そ
う
簡
単
な
も
の

で
は
な
い
。
何
度
も
読
む
う
ち

に
、
そ
の
情
景
は
心
に
し
み
て

来
る
。

今
、
海
達
公
子
は
、
両
親
の

ゆ
か
り
の
地
で
あ
る
徳
島
を
始

め
、
全
国
か
ら
再
び
注
目
さ
れ

つ
つ
あ
る
と
い
う
。
よ
り
多
く

の
人
に
、
公
子
の
詩
が
読
ま
れ

始
め
て
い
る
。
偏
に
規
工
川
さ

ん
や
、
松
山
さ
ん
を
始
め
と
す

る
顕
彰
会
の
皆
さ
ん
、
出
身
校
・

二
小
の
関
係
者
や
地
域
の
皆
さ

ん
の
尽
力
の
賜
物
だ
。

日
常
の
情
景
を
言
葉
の
芸
術

に
高
め
た
公
子
は
、
詩
を
通
じ

て
私
た
ち
の
身
の
回
り
に
あ
る

あ
た
り
ま
え
の
も
の
が
持
つ
可

能
性
と
、
感
性
の
無
限
の
力
を

示
し
て
く
れ
て
い
る
よ
う
に
思

え
る
。

豊
か
な
感
性
は
、
日
常
を
芸

術
に
変
え
る
力
を
持
つ
。
な
ら

ば
、
あ
た
り
ま
え
の
日
常
を
輝

か
せ
、
価
値
あ
る
「
宝
」
に
変

え
る
力
は
、
私
た
ち
一
人
ひ
と

り
の
感
性
―
―
心
の
あ
り
方
に

宿
っ
て
い
る
と
言
え
る
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。

ば
ら

ま
つ
か
い

ま
つ
か
い

ば
ら
の
花

目
に
は
い
つ
て

ゐ
る
う
ち
に

目
つ
ぶ
つ
て

母
ち
や
ん
に

見
せ
に
い
こ

お
み
や

お
み
や
の
も
り
か
ら

た
ん　

た
ん　

た
ん

お
み
や
の
た
つ
お
と

た
ん　

た
ん　

た
ん

４
月
に
熊
本
県
立
高
瀬
高

等
女
学
校
（
現
・
玉
名
高
校
）

に
入
学
。
こ
の
頃
、
短
歌
の

創
作
を
始
め
る
。

公
子
の
作
品
は
掲
載
雑
誌

70
種
54
編
に
も
及
ぶ
と
い
わ

れ
、
全
国
に
そ
の
名
が
轟
き
、

与
田
準
一
や
若
山
牧
水
、
北

原
白
秋
ら
著
名
な
文
化
人
と

親
交
を
深
め
た
。

昭
和
７
（
１
９
３
３
）
年

３
月
16
日
、
女
学
校
の
卒
業

式
後
に
虫
垂
炎
で
倒
れ
、
帰

宅
後
に
腹
膜
炎
を
併
発
。
26

日
に
死
去
。
享
年
満
16
歳
。

生
前
に
ま
と
め
ら
れ
た
童

謡
集
に
「
お
日
さ
ん
」「
金

の
雲
と
雀
」
が
あ
る
。

夕日　　「赤い鳥」大正 13（1924）年 9 月号  北原白秋  選　＊ちつこう…築港　＊がた…干潟
ばら　　西海日日新聞　大正 14（1925）年 10 月 5 日　若山牧水  選
おみや　「赤い鳥」大正 13（1924）年 12 月号　北原白秋  選

松
山
　
厚
志
　
さ
ん

規
工
川  

佑
輔    

さ
ん

荒
尾
市
出
身

夭
折
の
天
才
詩
人

大

あたりまえの日常を
「宝」に変える感性の力

参考文献：「評伝　海達公子～「赤い鳥」の少女詩人～」（規工川佑輔  著 / 熊日情報文化センター  刊）、「海達公子遺稿詩
集・復刻版」（荒尾市文化連合会  刊）、「海達公子童謡集」（トライ出版  刊）　※全て荒尾市立図書館に所蔵しています。5 4←四山神社境内にある公子の一号詩碑「夕日」

正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
最
中
に
生
ま
れ
、
短
い
生
涯
を
荒
尾
で

生
き
た
少
女
詩
人
の
名
は
、
海
達
公
子
。

彼
女
は
父
の
指
導
の
も
と
、
詩
の
才
能
を
開
花
さ
せ
た
。

公
子
の
詩
は
北
原
白
秋
ら
著
名
な
文
学
人
か
ら
絶
賛
さ
れ
、
一
躍
時
の

人
と
な
っ
た
。

親
し
み
や
す
い
公
子
の
自
由
詩
は
と
て
も
短
く
、
日
常
の
風
景
を
鋭
い

視
点
で
と
ら
え
、
簡
潔
に
表
現
し
て
い
る
。

研
ぎ
澄
ま
さ
れ
た
感
性
を
持
つ
少
女
詩
人
の
詩
を
、
多
く
の
人
に
知
っ

て
ほ
し
い
―
―
。

時
の
流
れ
の
中
で
埋
没
し
よ
う
と
し
て
い
た
公
子
を
、
発
掘
し
た
人
が

い
る
。
荒
尾
の
誇
り
と
し
て
、
彼
女
と
詩
を
市
内
外
へ
発
信
し
て
い
る

人
た
ち
が
い
る
。

多
く
の
人
た
ち
の
思
い
を
受
け
、
彼
女
は
い
ま
再
び
、
脚
光
を
浴
び
始

め
て
い
る
。

３
月
26
日
は
、
海
達
公
子
の
命
日
だ
。

荒
尾
の
少
女
詩
人
の
面
影
を
偲
び
な
が
ら
、
彼
女
の
詩
が
伝
え
て
く
る
、

瑞
々
し
く
鋭
い
感
性
が
持
つ
「
力
」
を
感
じ
て
ほ
し
い
。
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伝えよう
自分の願い

一票で

熊 本 県 議 会 議 員 一 般 選 挙
4 月 10 日（日）は投票日です

「
戦
後
の
日
本
は
平
和
が
長
く
続
い
て
い
る

た
め
に
、
政
治
に
対
す
る
関
心
が
薄
ら
い

で
き
て
、
投
票
率
も
低
く
な
っ
て
い
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」日
本
の
選
挙
の
現

状
に
つ
い
て
、
荒
尾
市
選
挙
管
理
委
員
会
の

水
野
保
委
員
長
は
そ
う
語
り
ま
す
。

私
た
ち
の
荒
尾
市
の
投
票
率
は
と
い
う

と
、
県
内
で
も
低
い
状
況
だ
そ
う
で
す
。
民

主
主
義
の
原
点
は
、
選
挙
で
代
表
者
を

選
出
す
る
こ
と
で
す
。
大
切
な
権
利
の

一
つ
で
す
が
「
浸
透
し
て
い
な
い
印
象

を
受
け
る
」
と
も
水
野
委
員
長
は
言
い

ま
す
。「
中
東
で
は
混
乱
が
続
い
て
い
ま

す
。
独
裁
政
治
の
下
で
は
、
国
民
の
声
は

政
治
に
反
映
さ
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
民

主
主
義
で
は
、
投
票
に
行
く
こ
と
で
政

治
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

日
本
が
思
わ
ぬ
方
向
に
進
ん
で
し

ま
わ
な
い
よ
う
に
、
ま
ず
は
投
票

し
て
ほ
し
い
で
す
」

今
春
は
、
県
議
会
議
員
選
挙
と

市
議
会
議
員
選
挙
が
行
わ
れ
ま
す
。

「
政
治
を
動
か
す
良
い
機
会
を
逃
さ

ず
、
一
人
で
も
多
く
の
人
が
投
票

に
出
か
け
て
ほ
し
い
」
と
呼
び
掛

け
て
い
ま
す
。

政
治
を
動
か
す
第
一
歩
が
選
挙
で
す
。
ぜ
ひ
投
票
を

荒尾市選挙管理委員会　

水野  保  委員長
みずのたもつ●昭和 10 年生まれ、
貝塚在住。平成 17 年 3 月～ 21 年
3 月、選挙管理委員会委員長職務
代理者を務め、21 年 3 月から現職。

【
投
票
で
き
る
人
】

❶
次
の
要
件
を
満
た
し
、
荒
尾
市
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ

れ
て
い
る
人

●
４
月
10
日
現
在
で
満
20
歳
以
上
の
人
（
平
成
３
年
４
月

11
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
）

●
平
成
22
年
12
月
31
日
ま
で
に
転
入
届
を
し
、
引
き
続
き

荒
尾
に
住
ん
で
い
る
人

❷
県
内
の
市
町
村
に
転
出
し
た
人
（
一
回
限
り
の
県
内
転
出
）

現
在
地
の
市
町
村
長
が
交
付
し
た
「
引
き
続
き
住
所
を
有

す
る
こ
と
の
証
明
書
」
を
提
示
す
る
と
、
投
票
が
で
き
ま
す
。

【
期
日
前
投
票
】

●
対
象　

投
票
日
に
仕
事
や
レ
ジ
ャ
ー
な
ど
で
投
票
所
に
行

け
な
い
人

●
期
間　

４
月
２
日
（
土
）
～
９
日
（
土
）

●
場
所
と
時
間

市
役
所
１
階
11
号
会
議
室　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
8
時

あ
ら
お
シ
テ
ィ
モ
ー
ル
２
階
シ
テ
ィ
ホ
ー
ル　

午
前
10
時

30
分
～
午
後
7
時

【
不
在
者
投
票
】
※
荒
尾
市
役
所
の
み
で
受
け
付
け

❶
滞
在
先
で
の
不
在
者
投
票

対
象
・
期
間
は
期
日
前
投
票
と
同
じ

※
投
票
用
紙
を
取
り
寄
せ
る
場
合
は
、
入
場
券
の
中
の
「
期

日
前
投
票
・
不
在
者
投
票
宣
誓
書
兼
請
求
書
」
に
必
要
事
項

を
記
入
し
て
、
荒
尾
市
選
挙
管
理
委
員
会
に
請
求
し
て
く
だ

さ
い
。

※
投
票
日
当
日
ま
で
に
着
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
手
続
き
は

お
早
め
に
。

❷
病
院
・
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
で
の
不
在
者
投
票

県
の
選
挙
管
理
委
員
会
が
指
定
し
て
い
る
病
院
や
施
設
に

入
院
・
入
所
を
し
て
い
る
人
は
、
其
処
で
不
在
者
投
票
が
で

き
ま
す
。
早
め
に
病
院
や
施
設
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

❸
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票

　

●
投
票
用
紙
を
請
求
で
き
る
期
間

３
月
30
日
（
水
）
～
４
月
６
日
（
水
）

　

●
こ
の
制
度
を
利
用
で
き
る
人

選
挙
管
理
委
員
会
に
「
郵
便
等
投
票
証
明
書
交
付
申
請

書
」
と
表
1
の
手
帳
や
被
保
険
者
証
を
一
緒
に
提
出
し
、

郵
便
投
票
証
明
書
の
交
付
を
受
け
た
人

【
選
挙
人
名
簿
】

今
回
の
熊
本
県
議
会
議
員
一
般
選
挙
の
た
め
の
、
平
成
23

年
３
月
31
日
現
在
で
新
し
く
永
久
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ

た
人
の
名
簿
を
、
次
の
通
り
縦
覧
で
き
ま
す
。

登
録
も
れ
や
間
違
い
が
な
い
か
、
お
確
か
め
く
だ
さ
い
。

●
日
時　

４
月
１
日
（
金
）、
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

●
場
所　

市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

【
選
挙
公
報
】

選
挙
公
報
は
配
布
し
ま
せ
ん
。

【
選
挙
速
報
】

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
選
挙
当
日
の
投
・
開
票
状
況
な
ど
を

掲
載
し
ま
す
。

ア
ド
レ
ス　

http://w
w
w
.city.arao.lg.jp/

※
「
暮
ら
し
の
便
利
帳
ガ
イ
ド
」

問
選
挙
管
理
委
員
会　

☎
63
・
１
２
５
４

表 1

身体障害者
手帳

両下肢、体幹もし
くは移動機能の
障害

一級
もしくは
二級

内臓機能（心臓、
じん臓、呼吸器、
ぼうこう、直腸、
小腸）の障害

一級
もしくは
三級

免疫・肝臓の障害 一級～三級

戦傷病者手帳

両下肢もしくは
体幹の障害

特別項症か
ら第二項症
まで

内臓機能（心臓、じ
ん臓、呼吸器、ぼう
こう、直腸、小腸、
肝臓）の障害

特別項症か
ら第三項症
まで

介護保険の
被保険者証

要介護状態区分が要介護５と
記載されている人

※郵便投票証明書交付者で、自ら投票の
記載をすることができない人として定め
られた障害のある人は、選挙管理委員会
に代理記載人の申請の届け出をした後、
代理記載人投票をすることができます。

表 2　各投票区の投票所
投票区 投票所名
第 1投票区 荒尾海陽中学校
第 2投票区 宮内出目公民館
第 3投票区 メディア交流館
第 4投票区 荒尾市起業家支援センター
第 5投票区 大島区民館
第 6投票区 旧荒尾第三小学校
第 7投票区 万田保育園
第 8投票区 開公民館
第 9投票区 みどり蒼生館
第 10投票区 金山公民館
第 11投票区 府本公民館
第 12投票区 川後田公民館
第 13投票区 八幡小学校
第 14投票区 有明小学校
第 15投票区 南増永公民館
第 16投票区 荒尾第三中学校
第 17投票区 緑ケ丘小学校
第 18投票区 運動公園管理事務所
第 19投票区 清里保育園
第 20投票区 牛水公民館
第 21投票区 桜山小学校
第 22投票区 荒尾市ふれあい福祉センター
第 23 投票区 八幡台第一集会所
●期日前投票所（4月2日（土）～9日（土））
　荒尾市役所（8:30～20:00）
　あらおシティモール（10:30～19:00）

投票時間　午前 7 時～午後 8 時

平成 22 年度啓発コンクール入賞作品

4 月 10 日（日）は、熊本県議会議員の一般選挙です。県政に直接
参加する貴重な機会です。
私たちが持つ一票は、私たちの未来を左右する一票です。
思いや願いを託し、この一票を明日のために投じましょう。

熊 本 県 議 会 議 員 一 般 選 挙　　～伝 え よ う　 自 分 の 願 い　 一 票 で ～
4 月 10 日（日）は投票日

熊本県議会議員一般選挙に投票しよう
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荒
尾市では、行政事務区やコミュニティ区、通学区について長く

「校区」という名称を使ってきました。しかし、学校の統廃合で
実情に合わなくなり、表記などでも混乱が生じました。そのた

め、行政事務区とコミュニティ区については 4 月 1 日から「地区」とい
う名称を使用し、「通学区」とは区別することになりました。

今回から２回にわたり、「校区」と「地区」についてお知らせします。

こ
れ
ま
で
の
呼
称
と
新
し
い
問
題

本
市
で
は
、
こ
れ
ま
で
「
校
区
」
と
い

う
言
葉
を
次
の
三
つ
の
意
味
で
使
用
し
て

き
ま
し
た
。

❶
小
学
校
の
通
学
区

❷
校
区
社
会
教
育
連
絡
協
議
会
・
元
気
づ
く

　
り
を
は
じ
め
と
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
区

❸
広
報
な
ど
で
周
知
す
る
行
政
上
の
事
務
区

つ
ま
り
、
❶
～
❸
の
全
て
の
区
域
が
一

致
し
て
い
た
た
め
、「
校
区
」
と
い
う
呼
び

方
で
差
し
支
え
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

し
か
し
、
平
19
年
度
か
ら
実
施
さ
れ
て

い
る
学
校
規
模
適
正
化
に
よ
り
、
学
校
が

統
合
さ
れ
、
通
学
区
域
の
変
更
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
❶
通
学
区
と
❷

地
域
活
動
を
行
っ
て
い
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

区
・
❸
行
政
上
の
事
務
区
に
ず
れ
が
生
じ

ま
し
た
。

「
地
区
」
と
い
う
名
称
の
使
用

本
市
で
は
、
校
区
社
会
教
育
連
絡
協
議

会
や
地
域
元
気
づ
く
り
な
ど
の
地
域
住
民

に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
が
盛
ん
で
す
。

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
目
標
に
し
て
い

る
本
市
で
は
、
地
域
振
興
の
た
め
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
活
動
を
支
援
し
て
い
ま
す
。
今
後

も
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
を
円
滑
に
行
っ
て

い
た
だ
く
た
め
に
は
、
学
校
規
模
適
正
化

が
実
施
さ
れ
る
以
前
の
ま
と
ま
り
あ
る
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
維
持
す
る
こ
と
が
重

要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
こ
れ
ま
で
の
と
お
り
「
校
区
」

と
い
う
呼
称
を
使
用
す
る
と
、
❶
小
学
校

の
通
学
区　

を
意
味
す
る
場
合
と
の
区
別

が
つ
き
に
く
く
、
❷
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
区　

で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
を
行
う
に
も
、
❸

行
政
上
の
事
務
区　

を
示
す
場
合
に
お
い

て
も
混
乱
が
生
じ
ま
す
。

そ
の
た
め
、
次
の
よ
う
に
変
更
し
ま
す
。

❶
小
学
校
の
通
学
区 　

→
「
校
区
」

❷
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
区

❸
行
政
上
の
事
務
区

 

こ
れ
に
よ
り
、
今
後
も
学
校
規
模
適
正
化

が
実
施
さ
れ
て
も
、
従
来
の
枠
組
み
を
維

持
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
を
実
施
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
市
で
も
、
地
域
の
活

性
化
を
よ
り
一
層
支
援
し
、「
元
気
な
荒
尾
」

を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

次
回
は
、「
地
区
」
に
対
す
る
い
ろ
い
ろ

な
疑
問
点
に
つ
い
て
お
答
え
し
ま
す
。

問
総
務
課　

☎
63
・
１
２
０
９

→
「
地
区
」

地区名称の変更と、各行政区の地区割

変更前 変更後 行政区の地区割

一小校区 → 荒尾地区
本村、新町、月田、市屋、貝塚、普源寺、打越、上小路、宮内、
宮内出目東、宮内出目西、東屋形 1 丁目、東宮内、
大平町 1・2・3 丁目、住吉町

二小校区 → 万田地区

大島下、厩舎団地、日の出町、昭和町、朝日、境崎東、境崎中、
境崎西、万田西、四ツ山町 1 丁目、四ツ山町 2 丁目、
四ツ山町 3 丁目、西原町 1 丁目、西原町 2 丁目、西原町 3 丁目、
大島町 3 丁目、大島町 4 丁目、大正町 1・2 丁目

三小校区 → 万田中央地区 妙見、松葉、甲根、原、万田東、万田中、原万田社宅

四小校区 → 井手川地区 深瀬、倉掛、倉懸東・中・西、朝日丘、深瀬丘、古庄原、平井大谷、
辻町

中央校区 → 中央地区
大和 1、大和 2、中央東、中央西、中央北、新生、一紡、新生西 1、
新生西 2、新大和、荒尾大谷、向陽台、大東、東屋形 2 丁目、
東屋形 3 丁目、東屋形 4 丁目

緑ケ丘校区 → 緑ケ丘地区 緑ケ丘 2 丁目、緑ケ丘 3 丁目、緑ケ丘 4・5 丁目、みどり、開、
岱洋東、岱洋中、岱洋西、青葉

平井校区 → 平井地区 庄山、金屋、元村、小路・平井城、陣屋敷・宿、唐池、上井手上、
上井手下、川北、野中、田倉、助丸

府本校区 → 府本地区 府本上、府本下、樺上、樺下、金山上、金山下

八幡校区 → 八幡地区
菰屋南・北、野原南・北、上赤田、下赤田、今寺、川登、井川口、川
後田、八幡台 1 丁目、八幡台 2 丁目、八幡台 3 丁目、
八幡台 4 丁目（1・2・3）、八幡台 4 丁目（4・5・6）

有明校区 → 有明地区 蔵満、海下、有明城、中一部、猫宮、向一部、揚増永、中増永、
南増永、北増永

清里校区 → 清里地区 牛水上、牛水中、牛水下、水島、小野、高浜

桜山校区 → 桜山地区
桜山町 1 丁目、桜山町 2 丁目（1 ～ 13）、
桜山町 2 丁目（14 ～ 26）、桜山町 3 丁目、桜山町 4 丁目（1～6、16 班）、
桜山町 4 丁目（7 ～ 15、17・18 班）、山浦町、新図

※ここで示している変更前の「校区」は、平成 19 年 3 月までの
学校規模適正化前の校区をいいます。

    地区のイメージ
従来    校区  ＝  通学区  ＝  行政事務区  ＝  コミュニティ区（社教連・元気づくり）

変更後    校区  ＝通学区　≠　行政事務区  ＝  コミュニティ区（社教連・元気づくり）

      地区

平成 23 年 4 月 1 日

校 区　か ら 　　地 区　に 変 わ り ま す
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問保健センター☎ 63-1133

健 康 っ て 気 持 ち い い ！ v o l .12
S e r i e s  f o r  H e a l t h y  L i f e

自分ため、家族のために定期的に健診を受けて、自分の健康を確かめましょう！

生活習慣病　予防には生活習慣の改善
心臓病、脳卒中、がんをはじめとする生活

習慣病は自覚症状がないままに進行するもの
がほとんどです。

しかし、日常生活の中での適度な運動、バラ
ンスのとれた食生活、禁煙などを実践するこ
とによって、予防することができるものです。

まず 1 つ生活習慣を変えてみる
生活習慣病予防のポイントについて、昨年

の 4 月から毎月広報に掲載してきました。健
康づくりのためのヒントを得て、この 1 年
間で何か始めたことはありますか？一歩を踏
み出して始めることが大切です。そして、続
けることこそが、自分の生活習慣を変えるこ
とです。

楽しく続けるために仲間づくり
仲間がいると続けることが楽しくなるかも

しれません。
ぜひ、家族や友人、知人を誘って一緒に健

康づくりを続けていきましょう。

Q.

A.

もんだい

こたえ

102011.3.15   � 広報あらお

よい生活習慣で健康づくり（生活習慣病の予防）を

5年後 10 年後も、いきいき楽しい人生を過ごすために
毎日の生活の中で楽しく健康づくりをとり入れていきましょう

食生活

運動

休養

禁煙 節酒

健康
づくり

昨日、いつもの道を
ウォーキングをして
いたら、花のつぼみ
が膨らんでいたよ。
一 緒 に 歩 い て み な
い？

公民館で教えても
らった “ とれたて
野菜の料理 ”、作っ
て み た ら お い し
かったよ。
レシピがあるから
作ってみない？

1 に　運動　2 に　食事（食生活）　しっかり禁煙

厚生労働省が提唱している健康づくり（生活習慣病の予防）のために
重要な生活習慣のキャッチフレーズの□に入る生活習慣は？

1 に□　2に□　しっかり禁煙
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荒 尾 市 民 病 院
からのお知らせ

市 民 を 愛 す る
市 民 に 愛 さ れ る  病 院 へ

看
護
師
　
随
時
募
集
中
！

詳
し
く
は
荒
尾
市
民
病
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

　循環器内科から   
　　講習会を開催します
テーマ●救命手当

一緒に楽しく学んでみませんか？実践を
中心に行いますので、動きやすい服装でお
いでください。
講師●岩川 美子（看護師）
日時● 3 月 25 日（金）午後 3 時～ 4 時
場所●地域医療研修センター（南病棟４階）    
問 市民病院総務課  ☎ 63-1115（内）511 

無料です♪
お気軽にどうぞ。

皆さんとお会いでき
るのを楽しみにして

います！

禁 煙 外 来 を 再 開 し ま す
昨年 10 月末から、禁煙治療用薬品の不足に

より、新規患者さんへの禁煙治療の延期をお願
いしていました。皆さんには大変ご迷惑をおか
けしました。

このたび、禁煙治療を希望する患者さん用の
チャンピックス錠（スタート用パック）が納入
されましたので、新規禁煙外来の予約を再開し
ます。

禁煙治療を受けた多くの患者さんが禁煙に成
功しています。禁煙治療を希望する人は、ぜひ
ご連絡ください。
問市民病院☎ 63-1115（内）250

西ブロック受付（正午～午後４時 30 分）　

「
て
ん
か
ん
」
は
、
人
口
１
千
人
に
対
し
、
お
よ

そ
５
～
10
人
の
割
合
で
発
生
し
、
決
し
て
ま
れ
な

病
気
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
全
国
で
約
100
万
人
の
患

者
さ
ん
が
罹
患
し
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

小
児
と
高
齢
者
に
多
い
病
気
で
す
が
、
全
て
の
年

代
で
お
こ
り
ま
す
。

脳
の
神
経
細
胞
は
、
極
め
て
弱
い
電
気
信
号
の

や
り
と
り
を
し
て
い
ま
す
。
こ
の
信
号
の
流
れ
に

異
常
が
生
じ
て
、
多
数
の
神
経
細
胞
が
一
度
に
過

剰
な
信
号
を
送
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
際
に

お
こ
る
、
さ
ま
ざ
ま
な
症
状
が
て
ん
か
ん
発
作
で

す
。手

足
に
ひ
き
つ
け
が
お
こ
り
意
識
が
な
く
な
っ

て
、
突
然
そ
の
場
で
倒
れ
て
し
ま
う
よ
う
な
発
作

の
み
が
て
ん
か
ん
と
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、
一
瞬

物
を
落
し
て
し
ま
う
、
あ
る
い
は
単
に
ぼ
ん
や
り

し
た
状
態
に
な
る
、
無
意
識
の
う
ち
に
行
動
す
る

な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
種
類
の
て
ん
か
ん
発
作
が
あ

り
ま
す
。

頭
部
外
傷
や
脳
卒
中
な
ど
で
脳
に
傷
が
つ
い
た

こ
と
に
よ
り
お
こ
る
こ
と
が
多
く
、
こ
れ
を
「
症

候
性
て
ん
か
ん
」
と
言
い
ま
す
。
こ
の
症
候
性
て

ん
か
ん
は
、
高

齢
者
に
多
く
み

ら
れ
る
こ
と
か

ら
、
最
近
当
院

で
も
増
加
傾
向

に
あ
り
ま
す
。

一
方
、
小
児
や

若
年
者
で
は
、
前
述
の
よ
う
な
脳
の
傷
が
は
っ
き

り
し
な
い「
真
性
て
ん
か
ん
」が
多
く
見
ら
れ
ま
す
。

遺
伝
的
要
因
の
あ
る
人
は
む
し
ろ
少
な
く
、
数
％

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

意
識
消
失
や
け
い
れ
ん
を
お
こ
し
て
来
院
す
る

患
者
さ
ん
に
は
、
ま
ず
血
液
検
査
や
心
電
図
検
査

を
行
っ
て
全
身
の
病
気
が
な
い
か
チ
ェ
ッ
ク
し
ま

す
。
次
に
頭
部
Ｃ
Ｔ
や
Ｍ
Ｒ
Ｉ
検
査
を
行
い
、
脳

Ｍ
Ｒ
Ｉ
で
は
小
さ
な
脳
の
傷
の
有
無
や
血
管
の
状

態
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
さ
ら
に
は
、
脳
波

検
査
を
行
い
、
異
常
な
電
気
信
号
が
認
め
ら
れ
る

か
ど
う
か
を
検
査
し
ま
す

治
療
は
薬
物
療
法
が
中
心
で
す
。
わ
が
国
で
も
、

こ
こ
数
年
の
間
に
有
効
性
の
高
い
、
し
か
も
副
作

用
の
少
な
い
薬
剤
が
相
次
い
で
承
認
さ
れ
て
い
て
、

治
療
が
や
り
や
す
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
原
因
を

き
ち
ん
と
明
ら
か
に
し
、
医
学
的
根
拠
に
も
と
づ

い
て
、
発
作
の
タ
イ
プ
に
合
っ
た
薬
剤
を
選
択
し

ま
す
。
薬
物
療
法
に
よ
り
、
約
５
割
の
患
者
さ
ん

で
発
作
が
完
全
に
消
失
し
、
約
２
割
の
人
で
発
作

回
数
が
著
し
く
減
少
す
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

て
ん
か
ん
の
診
断
が
下
さ
れ
て
も
決
し
て
悲
観

す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
根
気
よ
く
、
適
切
な

薬
剤
を
服
用
す
る
こ
と
で
、
多
く
の
患
者
さ
ん
は

普
通
の
社
会
生
活
を
営
む
こ
と
が
可
能
で
す
。
お

困
り
の
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
当
院
の
脳
神
経

セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

て
ん
か
ん
発
生
の
診
断
と
治
療
に
つ
い
て

脳
神
経
外
科　

副
院
長　

不
破　

功

▲
体
内
な
ど
の
断
面
画
像
を
撮

影
す
る
こ
と
が
で
き
る
装
置

「
Ｍ
Ｒ
Ｉ
」。
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[

有
料
広
告]

水
道
局
窓
口
の
名
称
が

お
客
様
セ
ン
タ
ー
へ

水
道
局
で
は
、
平
成
23
年
４

月
１
日
か
ら
、
水
道
料
金
と
下

水
道
使
用
料
の
収
納
や
、
水
道

使
用
開
始
な
ど
の
手
続
き
、
水

道
メ
ー
タ
ー
検
針
業
務
な
ど
を

民
間
事
業
者
の
株
式
会
社
タ
カ

ダ
に
委
託
し
ま
す
。
そ
れ
に
伴

い
、
問
い
合
わ
せ
窓
口
の
名
称

を
変
更
し
ま
す
。

水
道
の
使
用
開
始
・
中
止
の
手

続
き
は
、
水
道
局
の
窓
口
で
直
接

ま
た
は
、
備
え
付
け
の
ハ
ガ
キ
で

申
し
込
み
で
き
ま
す
。使
用
開
始
・

中
止
の
４
～
５
日
前
ま
で
に
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
。

水
道
料
金
の
支
払
い
方
法
は
、

払
い
込
み
忘
れ
が
な
く
、
便
利
で

確
実
な
「
口
座
振
替
」
が
お
す
す

め
で
す
。
こ
の
ほ
か
、
水
道
局
の

窓
口
、
各
金
融
機
関
で
納
入
通
知

書
に
よ
る
支
払
い
が
で
き
ま
す
。

※
水
道
局
窓
口
に
つ
い
て
は
、

土
・
日
曜
、
祝
日
も
午
前
８
時
30

分
か
ら
午
後
５
時
15
分
ま
で
お

支
払
い
で
き
ま
す
。

口
座
振
替
の
申
し
込
み
方
法

は
、
各
金
融
機
関
の
窓
口
で
直
接

行
っ
て
く
だ
さ
い
。
申
し
込
み
に

は
口
座
の
届
出
印
が
必
要
で
す
。

取
扱
金
融
機
関
に
つ
い
て
は
、
水

道
局
に
電
話
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
水
道
局　

☎
64
・
３
３
３
３

水
道
局
の
職
員
を
装
っ
た
電

話
で
の
浄
水
器
の
販
売
・
勧
誘
に

関
す
る
苦
情
が
寄
せ
ら
れ
て
い

ま
す
。
水
道
局
で
は
、
浄
水
器

を
販
売
す
る
よ
う
な
こ
と
は
一

切
行
っ
て
い
ま
せ
ん
の
で
十
分

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

４
月
１
日
か
ら
は
委
託
業
者

の
検
針
員
が
水
道
メ
ー
タ
ー
を

検
針
し
ま
す
。
検
針
員
が
訪
問

す
る
と
き
は
、
必
ず
「
荒
尾
市
水

道
局
業
務
従
事
者
証
」
を
携
帯

し
て
い
ま
す
の
で
、
不
審
に
思
っ

た
と
き
に
は
提
示
を
求
め
る
か
、

水
道
局
お
客
様
セ
ン
タ
ー
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

水
道
局
の
職
員
を
装
っ
た

訪
問
販
売
に
ご
注
意

水
道
使
用
開
始
・
中
止

の
手
続
き
は
お
早
め
に

４
月
1
日
か
ら
の
名
称

水
道
局

お
客
様
セ
ン
タ
ー

☎
64
・
３
３
３
３

Ｆ
Ａ
Ｘ
64
・
３
３
８
０

住
所　

増
永
１
９
０
３

※
住
所
と
電
話
番
号
・
Ｆ

Ａ
Ｘ
番
号
に
変
更
は
あ
り

ま
せ
ん

荒尾市水道局業務従事者証

◀
特
別
に
水
道
局
の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
あ
ら
ぞ
う
く
ん
が
迎
え
て
く

れ
ま
し
た
。

▲井戸水を貯めるところ（着水井）
ここの水が荒尾市各所に送水されます

▲市民病院の前の道
この看板が目印です
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離職によって住居を喪失またはそのおそれがある人へ

住
宅
手
当
緊
急
特
別
措
置
事
業
と
は

離
職
者
で
就
労
能
力
と
就
労
意
欲
の
あ

る
人
の
う
ち
、
住
宅
を
喪
失
し
て
い
る
人
ま

た
は
喪
失
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
人
を
対
象

に
、
最
長
９
カ
月
間
を
限
度
と
し
て
住
宅

手
当
を
支
給
し
、
住
宅
確
保
・
就
労
支
援
員

に
よ
る
就
労
支
援
な
ど
を
行
う
も
の
で
す
。

住
宅
手
当
の
支
給
対
象
者

申
請
時
に
次
の
要
件
全
て
に
あ
て
は
ま
る
人

①
平
成
19
年
10
月
１
日
以
降
に
離
職
し
た
人

②
離
職
前
に
主
と
し
て
世
帯
の
生
計
を
維

持
し
て
い
た
人

③
公
共
職
業
安
定
所
へ
求
職
申
し
込
み
を

行
い
、
就
職
活
動
を
積
極
的
に
行
う
人

④
住
宅
を
喪
失
し
て
い
る
こ
と
、
ま
た
は

喪
失
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
こ
と
（
収
入
や

預
貯
金
に
基
準
が
あ
り
ま
す
）

⑤
雇
用
施
策
等
や
地
方
自
治
体
な
ど
に
よ
る

類
似
の
貸
付
や
給
付
を
受
け
て
い
な
い
こ
と

住
宅
の
初
期
費
用
や
生
活
支
援
へ
の
対
応

賃
貸
住
宅
の
契
約
の
た
め
の
初
期
費
用

や
生
活
費
が
必
要
な
人
に
つ
い
て
は
、
社

会
福
祉
協
議
会
の
「
総
合
支
援
資
金
融
資
」

が
、
ま
た
、
住
宅
手
当
を
受
給
す
る
ま
で

の
間
の
生
活
費
が
必
要
な
人
に
つ
い
て
は
、

「
臨
時
特
例
つ
な
ぎ
資
金
の
貸
付
」
が
活
用

で
き
ま
す
。

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
制
度
…
福
祉
課
☎
63
・
１
４
０
９

総
合
支
援
資
金
融
資
・
臨
時
特
例
つ
な
ぎ
資

金
貸
付
…
社
会
福
祉
協
議
会
☎
66
・
２
９
９
３

[

有
料
広
告]

市 では、市民一人ひとりが心身の健康増進のために健全
で豊かな食生活が実現できることを目指し、23 ～ 27

年度の 5 年間を計画期間とする「荒尾市食育推進計画」を
策定中です。このたび計画素案がまとまりましたので、市
民の皆さんの意見を募集します。

荒尾市食育推進計画（素案）へのご意見を募集します

【閲覧・募集期間】
3 月 15 日（火）～ 4 月 14 日（木）

【閲覧場所】
保健センター、市役所総合窓口、情報公開コーナー、市民サー
ビスセンター（あらおシティモール 2 階）
※荒尾市ホームページにも掲載しています

【提出方法】
所定の意見提出書に意見、住所、名前、電話番号を記入し、
郵便、FAX、電子メール、持参のいずれかで保健センター
へ提出してください。

【提出先・問】荒尾市保健センター
〒 864-0032　荒尾市増永 632 番
地　☎ 63-1133　FAX64-1350
E-mail  hokenc@city.arao.
lg.jp
※電話による意見の受付や、
寄せられた意見についての個
別回答はできません。

学校敷地内　全面禁煙　に

ご協力ください

荒尾市教育委員会は、平

成 23 年４月１日から市

内 の 全 小・ 中 学 校 で

敷地内全面禁煙を実

施します。

受 動 喫 煙 を 防 止

し、副流煙による健康

被害から児童・生徒を守

ることと、大人が喫煙しないという望ま

しいモデルを示すことで、喫煙防止教育

の一層の推進を図り、健康行動への意識

付けを目的として実施するものです。

学校を訪れる市民の皆さんも、取組の

主旨をご理解いただき、ご協力をお願い

します。

問教育振興課　☎ 63-1653

～住宅手当緊急特別措置事業が継続されます～
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く ら し の 情 報 ／ 健 康 ・ 保 健 ・ 子 育 て

各
障
が
い
種
別
ご
と
の
相
談

員
や
、
障
が
い
者
の
就
労
に
関

す
る
相
談
員
も
派
遣
さ
れ
ま
す
。

相
談
無
料
、
秘
密
厳
守
。

●
日
時
　
４
月
20
日
（
水
）
午
前

９
時
30
分
～
11
時
30
分

※
相
談
日
の
７
日
前
ま
で
に
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

障
が
い
者
定
期
相
談
会

（
４
月
）

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン

費
用
助
成
申
請
は
３
月
末
ま
で

市
民
税
非
課
税
世
帯
お
よ
び

生
活
保
護
世
帯
の
人
を
対
象
に
、

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ

ン
の
接
種
費
用
を
助
成
し
て
い

ま
す
。
ま
だ
申
請
が
済
ん
で
い

な
い
人
は
、
３
月
末
ま
で
に
保

年
金
相
談
の
予
約

玉
名
年
金
事
務
所
に
よ
る
荒

尾
市
出
張
年
金
相
談
と
、
玉
名

年
金
事
務
所
で
の
年
金
相
談
の

両
方
と
も
、
事
前
に
予
約
が
で

き
ま
す
。
予
約
に
よ
り
、
待
ち

時
間
が
短
く
な
る
、
あ
ら
か
じ

め
必
要
な
書
類
が
わ
か
る
、
な

ど
の
利
点
が
あ
り
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
荒
尾
市
出
張
年
金
相
談　

毎
月

第
４
火
曜
、
午
前
10
時
～
午
後
３
時

▼
玉
名
年
金
事
務
所
で
の
相
談　

月
～
金
曜
午
前
８
時
30
分
～
午

後
５
時
15
分

▼
予
約
申
込　

希
望
日
の
１
カ
月

前
か
ら

［
申
・
問
］
玉
名
年
金
事
務
所　

☎
74
・
１
６
１
２

健
康
づ
く
り
推
進
員
協
議
会

講
演
会
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

健
康
に
生
き
る
た
め
に
は
、

日
頃
の
自
分
の
体
の
状
態
を

知
っ
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

『
体
力
ア
ッ
プ
体
操
教
室
』
で

行
っ
て
い
る
血
圧
測
定
の
意
味

と
血
圧
管
理
に
つ
い
て
、
一
緒

に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
日
時　

３
月
26
日
（
土
）
午
前

10
時
30
分
～
正
午

●
場
所　

あ
ら
お
シ
テ
ィ
モ
ー
ル

２
階
シ
テ
ィ
ホ
ー
ル

●
内
容　

高
齢
者
の
血
圧
管
理

●
講
師　

市
民
病
院
健
康
管
理
セ

●対象者　生後 3 カ月～ 90 カ月（7 歳 6 カ月）未満の子
どもで、2 回の接種が終了していない人
●受付時間　午後 1 時 30 分～ 2 時 30 分
●必要なもの　母子健康手帳、予診票（持っていない人
には会場でお渡しします）
●日程

月・日 お住まいの校区 場所
4 月 25 日（月） 緑ケ丘

保
健
セ
ン
タ
ー
２
階

26 日（火） 有明・桜山

28 日（木） 中央
5 月 10 日（火） 一小

12 日（木） 清里・府本

13 日（金） 平井・三小

20 日（金） 八幡・二小

●注意事項
・投与前後 30 分は飲食を控えてください。
・下痢をしている人は投与を控えてください。
・他の予防接種との間隔に注意してください。
・病気などで治療中の人は、当日の接種が可能かどうか、
  かかりつけの医師に相談してください。
・予診票はペンやボールペンで記入してください。
●その他　予防接種に当たり、投与の意思を確認します
ので、子どもの健康状態をよく知る保護者（親権を行う
人・後見人）が同伴してください。保護者以外の人（親
族）が同伴する場合は委任状（保健センターにあります）
が必要です。
問保健センター　☎ 63-1133

ポリオ生ワクチン投与を実施します

ン
タ
ー
長　

鶴
田
敬
一
郎
先
生

●
参
加
費　

無
料

※
事
前
申
し
込
み
不
要

問
市
健
康
づ
く
り
推
進
員
協
議

会
事
務
局（
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
63
・
１
１
３
３

健
セ
ン
タ
ー
で
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。（
期
限
厳
守
）

●
申
請
時
に
必
要
な
も
の　

・
市
民
税
課
税
証
明
書
ま
た
は
生

活
保
護
証
明
書

・
領
収
書（
証
）

・
印
鑑

・
通
帳
表
紙
内
側
の
名
義
人
な
ど

が
書
か
れ
た
ペ
ー
ジ
の
コ
ピ
ー

・
65
歳
以
上
の
人
は
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
予
防
接
種
予
診
票
、
64
歳
以

下
の
人
は
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
予
防
接
種
済
証（
ま
た
は
接
種

記
録
が
記
載
の
母
子
健
康
手
帳
）

問
保
健
セ
ン
タ
ー

☎
63
・
１
１
３
３

【
無
料
法
律
相
談
】　

▼
日
時　

❶
4
月
7
日
（
木
）　

❷
4
月
21
日
（
木
）、
午
後
１
時
～
４
時

▼
場
所　

市
役
所
総
合
案
内

▼
申
込
受
付　

❶
3
月
18
日（
金
）

～
4
月
6
日
（
水
）
❷
4
月
8
日

（
金
）
～
4
月
20
日
（
水
）

※
予
約
先
着
８
人

［
申
・
問
］
総
合
案
内

☎
63
・
１
５
０
３

【
行
政
相
談
】　

▼
日
時　

4
月
7
日
（
木
）、
4
月

21
日
（
木
）、
午
前
10
時
～
正
午

▼
場
所　

市
役
所
総
合
案
内

［
申
］
総
合
案
内
☎
63
・
１
５
０
３

【
年
金
相
談
】　

▼
日
時　

３
月
22
日
（
火
）、
午

前
10
時
～
午
後
３
時

▼
場
所　

市
役
所
11
号
会
議
室

問
健
康
生
活
課　

☎
63
・
１
３
２
７

各
種
相
談

●
場
所
　
荒
尾
市
ふ
れ
あ
い
福
祉

セ
ン
タ
ー

●
対
象　

身
体
・
知
的
・
精
神
な
ど

に
障
が
い
の
あ
る
人
と
そ
の
家
族

●
相
談
内
容　

日
常
生
活
、年
金
、

就
労
、
障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス

に
関
す
る
こ
と
な
ど

［
申
・
問
］
福
祉
課
☎
63
・
１
４
０
６

Ｆ
Ａ
Ｘ
62
・
２
８
８
１
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下の①～③の理由により、し尿汲取り手数料の減免をお願いします。（太枠の中のみ記入してください）
①  入院・施設入所　 ②  学生　 ③  その他（　　　　　） 整 理 番 号 -　　　-

個人コード 不 在 者 氏 名 続柄 入 院 先 ・ 学 校 名 な ど 減 免 期 間

上のとおり相違ないことを証明します。
平成　　年　　月　　日

行政協力員等　　　　　　　　　　　　　　　　㊞

し尿汲取り手数料減免申請書（  新規  ・  更新  ）
平成　　年　　月　　日

　　荒尾市長　様
住　所　荒尾市　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

氏　名　　　　　　　　　　　　　㊞　☎　　　-　　　　　
ふ り が な

一
般
世
帯
の
「
し
尿
汲
取
り
手
数
料
」

は
、
住
民
基
本
台
帳
の
世
帯
人
数
に
基

づ
い
て
算
出
し
て
い
ま
す
。

１
カ
月
以
上
の
長
期
不
在
の
人
（
住

民
異
動
届
を
未
提
出
の
ま
ま
入
院
、
施

設
入
所
、
学
校
ま
た
は
仕
事
の
関
係
で

市
外
に
在
住
の
人
な
ど
）
は
、
減
免
申
請

の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

●
申
請
方
法　

下
の
「
し
尿
汲
取
り
手
数

料
減
免
申
請
書
」
に
記
入
し
、
環
境
保
全

課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
申
請
締
切　

４
月
28
日
（
木
）

【
提
出
す
る
と
き
の
留
意
点
】

▽
減
免
期
間
は
、
提
出
月
か
ら
最
長
で
当

該
年
度
の
３
月
ま
で
で
す
。

※
期
間
を
さ
か
の
ぼ
っ
て
の
減
免
は
認

め
ら
れ
ま
せ
ん
。

▽
平
成
22
年
度
に
手
続
き
を
し
た
世
帯
で

も
、
４
月
以
降
も
引
き
続
き
不
在
の
人

が
い
る
場
合
は
、
改
め
て
申
請
が
必
要

で
す
。

▽
減
免
者
が
自
宅
へ
戻
っ
た
場
合
は
、
環

境
保
全
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
し
尿
汲
取
り
手
数
料
は
口
座
振
替
も

利
用
で
き
ま
す
。
希
望
す
る
人
は
、
最
新

の
領
収
書
、
通
帳
、
通
帳
印
を
持
っ
て
、

金
融
機
関
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

［
申
・
問
］
環
境
保
全
課

☎
63
・
１
３
７
０

し
尿
汲
取
り
一
般
世
帯
の
皆
さ
ん
、

４
月
は
し
尿
汲
取
り
手
数
料
の

減
免
申
請
の
更
新
月
で
す

３月のごみ収集日程が
変更されています

日
程

21
日（
月
・
祝
）

22
日（
火
）

23
日（
水
）

内容

燃
え
る
ご
み

収
集
な
し

燃
え
る
ご
み

収
集
し
ま
す

燃
え
る
ご
み

収
集
し
ま
す

燃
え
な
い
ご
み

収
集
な
し

※
30
日（
水
）に
収
集

該当区域

二
小
校
区

リ
サ
イ
ク
ル

通
常
通
り
実
施

月
・
木
曜
地
区

一
小
、
二
小
、

緑
ケ
丘
小
（
旧
四

小
・
旧
緑
ケ
丘
）、

有
明
小
、
平
井
小

火
・
金
曜
地
区

三
小
、
中
央
小
、
桜
山
小
、
八
幡
小
、

府
本
小
、
清
里
小

問リレーセンター東宮内
☎ 62-0647

環境保全課　☎ 63-1370

✂ ✂

各校区のリサイクルステーションから、資源
ごみが不法に持ち去られる事件が多発してい
ます。特に近年は持ち去り行為が増加していま
す。　
これを踏まえ、市では資源ごみの持ち去り防
止を目的に条例を改正しました。持ち去り禁止
を盛り込んだ本条例が、４月１日から施行され
ます。
これにより、悪質な違反者には禁止命令など
を出し、20 万円以下の罰金を科すことができ

ることになりました。また、警察の協力を得て 4月からは市職員によ
る夜間または早朝のパトロールを行い、持ち去りの防止に努めます。
パトロールによる違反者の発見を行っていきますが、一番の持ち去

り防止策は、資源ごみを朝から出すことです。どうしても朝から出せ
ない人は近所の人にお願いしていただくか、土曜日に直接リサイクル
センターに持込むこともできますのでご利用ください。
趣旨をご理解のうえ、ご協力いただきますようお願いします。
※なお、資源ごみの排出は「荒尾市廃棄物の処理及び清掃並びにリ

サイクルに関する条例」施行規則の規定で、リサイクル当日の午前 7
時 30 分から 8時 30 分までに資源ごみ集積場に排出することになって
います。ご協力をお願いします。

問環境保全課☎ 63-1370

資
源
ご
み
の

「
持
ち
去
り
禁
止
条
例
」

が
施
行
さ
れ
ま
す
！

「
荒
尾
市
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃

並
び
に
リ
サ
イ
ク
ル
に
関
す
る
条
例
」

が
改
正
さ
れ
、
施
行
さ
れ
ま
す

15
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試験・募集・イベント

イ 夭折の少女詩人を偲ぶ　海達公子まつり

日時 場所 内容

開会行事
3/20（日）

10:00 ～ 12:00
メディア交流館

多目的ホール
式典・公募作品の

表彰・公子の詩の合唱

海達公子展
3/20（日）～ 3/25（金）

10:00 ～ 18:00
メディア交流館

研修室 A
海達公子の作品展示

児童美術展
3/21（月・祝）
～ 3/25（金）
10:00 ～ 18:00

メディア交流館
多目的ホール

応募作品の展示
（絵画、書、自由詩）

海達公子を
しのぶ夕べ

3/26（土）
18:00 ～

ホテル
「まるよし」

参加料 5,000 円
（事前予約が必要）

【海達公子文学散歩道ウォーク＆ラリー】
●日時　3 月 21 日（月・祝）　午前 9 時～ 10 時受付・順次スタート
●場所　スタートは荒尾駅、コースは海達公子文学散歩道一帯、東コース（約 4
キロ）、西コース（約 6 キロ）
●参加費　ウォーク 300 円（保険料込み）、
スタンプラリー 1,500 円（保険料・抽選券
付き）
●抽選会　午後 1 時にプロローグ中央広場
●フリーマーケット　午前 10 時 ~ 午後 3
時にプロローグ中央広場（出店者を募集中）
[ 問 ]海達公子顕彰会☎ 62-1128

募 小岱竹工芸教室生募集

花かごや盛りかごなどを楽しく作
りませんか。
●日時　毎月第 2・第 3 土曜の午後 6
時 30 分～ 8 時 30 分、最終日曜の午
前 10 時 30 分～午後 3 時 30
●場所　小岱工芸館
●申込期間　3 月15日（火）～ 31日（木）
●申込方法　小岱工芸館に申込書を
提出してください。（申込書は小岱工
芸館にあります）
●会費　入会費 3,000 円（テキスト
代含む）月会費 1,000 円
●説明会　小岱工芸館で 3 月 27 日

（日）正午～午後 1 時まで（その際に
申し込みできます）
[ 問 ]小岱工芸館☎ 68-7400

イ
気軽に英語でシンガソング
♪ミュージックサロン

英語で春にぴったりのポップスを
歌ってみませんか？
●日時　3 月27日（日）午後 2時～ 4 時
●場所　中央公民館　視聴覚室
●内容　英語の歌と茶話会
●参加費　200 円（資料代・茶菓子代）
[ 申・問 ]ありあけ国際交流協会　宮
川☎ 65-2530

募 パソコン講座受講生募集
【パソコン短期講座（4･5 月　定員 12 人）】

●受講料　①、④は 3,000 円　②、③は 4,500 円　⑤、⑥は 6,000 円（すべてテ
キスト代別 500 円 )

種類 講座名 開講日 時間

基礎

①エクセル初級 4/6、13、20、27（全て水曜） 10:00 ～ 12:00

② JW-CAD 基礎 4/7、14、21、28（全て木曜） 9:00 ～ 12:00

③ Open Office Impress
（プレゼンテーションソフト）

4/2、9、16、23（全て土曜） 18:00 ～ 21:00

④ワード初級 5/10、17、24、31（全て火曜） 10:00 ～ 12:00

応用
⑤エクセルマクロ＆ VBA 基礎 5/7、14、21、28（全て土曜） 18:00 ～ 21:00

⑥ JW-CAD 応用 5/5、12、19、26（全て木曜） 9:00 ～ 12:00

●受付日時　3 月 15 日（火）から
●場所　メディア交流館（定員になり次第締め切り）
●申込方法　来館にて申し込み、または電話予約後はがきに①希望講座名（番号も記
入）②住所③氏名④年齢⑤電話番号を明記の上申し込み。※申込者が一定数に満た
ない場合は、講座を中止することがありますので、あらかじめご了承下さい。
●その他　パソコンサークルの活用コース、応用コースも募集しています。詳し
くは広報あらお 1 月 15 日号をご覧になるか、お問い合わせください。
[ 申・問 ]メディア交流館　〒 864-0054　大正町 2-3-2 ☎ 69-0552

募
社会福祉事業団「春の感謝
祭」ボランティア募集

春の感謝祭」イベント（売り場）
の補助者を募集します。
●日時　4 月 9 日（土）午前 9 時 30
分～午後 3 時または、4 月 10 日（日）
午前 9 時 30 分～午後 3 時
●場所　福祉村（増永 2452-2）
●申込締切　4 月 1 日（金）まで
●その他　昼食は準備します
[申・問]社会福祉事業団☎ 62-7931
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試 資格取得や採用などの試験 募 参加者・受講者などの募集 イ イベント開催・催しに参加しませんか

[

有
料
広
告]

イ スポーツ少年団に参加しませんか
スポーツ少年団では、地域の学校教育活動外で、スポーツを通じ青少年の心身

の健全育成、競技力の向上を目的に日々活動しています。
●申込期限　6 月 30 日（木）まで

（期限以降に加入希望の場合は各団体へご相談ください）

団体名 活動日時 場所 問い合せ先☎

八幡剣心会
（剣道）

毎週 月 . 水 . 金
18:30 ～ 20:00

八幡小学校
体育館

髙村研一
☎ 62-0820

平井少年剣道
クラブ（剣道）

毎週 火 . 金
18:00 ～ 19:30

平井小学校
体育館

植野正智
☎ 66-0138

荒尾少年剣道
（剣道）

毎週 月 . 水 . 金
18:30 ～ 21:00

体育センター
古賀弥寸子
☎ 68-8611

荒尾スラッガーズ
（野球）

毎週 火 . 金 16:00 ～日没まで
毎週 土 . 日13:00 ～日没まで
※冬期休みは土・日のみ

旧四小運動場
堀田大二
☎ 090-1928-1934

桜山クラブ
（野球）

毎週 火 . 木 . 土 . 日
17:00 ～ 19:00

桜山小学校
運動場

島崎勝也
☎ 68-6563

荒尾 Jr 卓球
クラブ（卓球）

毎週 月 . 水 . 金
19:00 ～ 21:00

市民体育館
田中修文
☎ 62-3604

荒尾中央
Jr スターズ

（野球）

毎週 月 . 木 16:00 ～日没
毎週 土 13:00 ～ 17:00
毎週 日 8:00 ～ 12:00

中央小学校
運動場

福島敬光
☎ 57-9843

MJSC サンビーノ
（サッカー）

毎週 火 . 木 17:00 ～ 19:00
※土曜も不定期に行います。

緑ケ丘小学校
運動場

山田優一
☎ 090-2391-9290

少林寺拳法荒尾
（少林寺拳法）

小学生以下毎週 月. 火 . 水 . 金
18:30 ～ 20:00
中学生以上毎週 月. 水 . 土
19:30 ～ 21:00

体育センター
宮崎司
☎ 090-9597-4820

少林寺拳法荒尾
小岱（少林寺拳法）

毎週 火 . 金
19:30 ～ 21:00

小岱工芸館
黒石和浩
☎ 090-4993-9813

荒尾 JFC
（サッカー）

毎週 火 18:30 ～ 20:00
運動公園
多目的広場

山代進
☎ 090-3662-5515

荒尾 J ドリーム
（野球）

毎週 月 . 水 17:00 ～ 20:00
毎週 土 . 日 . 祝日 8:00 ～
13:00

荒尾運動公園
多目的広場
旧五中運動場

古賀政行
☎ 090-2968-7681

[ 問 ]事務局　社会体育課☎ 62-5163

イ
童謡歌手大庭照子さん
下赤田梨の花コンサート

熊本を中心に全
国で活躍している
童謡歌手、大庭照
子さんの無料コン
サートが開催され
ます。大庭さんが
下赤田のこすもす
の里を訪問したと
き、地域が一体と
なり耕作放棄地解
消の取組を行い、高齢者の憩いの場
となっているところに感銘を受け、「下
赤田で唄いたい」と希望したことで実
現しました。
●日時　4 月 7 日（木）午前 10 時～
正午
●場所　野原（荒尾こすもすの里近く）
●入場料　無料
[ 問 ]産業振興課☎ 63-1421

イ 荒玉地域厳選のお土産
販売とシールラリー

九州新幹線全線開業を記念し荒玉
地域では、厳選した農産物加工お土
産品の販売とシールラリーを開催し
ます。シールラリー参加直売所 11 店
舗でお買い物し、シールを集めて応
募すると荒玉地域の特産品が当たり
ます。荒尾市では、「荒尾ときめき市」
が参加しています。

詳しくはウェブで。「アラ！たまきな
菜都」で検索
●開催期間　
4 月 11 日（月）
まで
[ 問 ]
荒 尾 とき め き
市☎ 66-3730
農林水産課
☎ 63-1443

▲大庭照子さん
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今月の税

国民健康保険税10期

納期限 3 月 31 日（木）
納期内に納めましょう

口座振替の人は
口座の残高を

ご確認ください

問 収納課
☎ 63-1353/ ☎ 63-1362

　赤ちゃんの発育や育児に
ついて、妊娠中の生活につ
いてなど、困ったことや心
配なことがあるときは、気
軽にご相談ください。
問保健センター☎ 63-1133

種別 日（曜） 対象者 会場 受付時間

すくすく広場
（2 カ月児育児学級） 21（木） 平成 23 年   2 月生まれ

保
健
セ
ン
タ
ー

（
市
立
図
書
館
南
側
）

9:20 ～ 9:45

3 カ月児健診 13（水） 平成 22 年 12 月生まれ

13:00 ～ 14:00
7 カ月児健診 20（水） 平成 22 年    9 月生まれ

1 歳 6 カ月児健診 27（水） 平成 21 年    9 月生まれ

3 歳児健診 22（金） 平成 19 年 10 月生まれ

育児相談 12（火） 育児に関して相談がある人
（子どもさんもお連れください） 10:00 ～ 10:45

母子健康手帳発行 5（火）
19（火）

受付後、母親学級を 1 時間程度
開催します。できるだけ妊婦さ
ん自身がおいでください。

9:50 ～ 10:15

健康相談
12（火） 満 65 歳以上の人で、心身の

健康に関して相談がある人 10:00 ～ 10:45

13（水）
27（水）

満 60 歳以上の人　他
（第 2 水曜は医師による相談日）

老人福祉
センター 9:30 ～ 11:30

試験・募集・イベント

母 子 健 康 事 業
健 康 相 談

日 程4 月

募 参加者・受講者などの募集 イ イベント開催・催しに参加しませんか

イ
熊本県精神保健福祉セン
ター自死遺族の相談

●対象者　家族や大切な方を自殺で
亡くした人

【個別相談】臨床心理士が、ご相談に
応じます。（一人あたり１時間程度）
●日時　奇数月は第 2 木曜、　偶数月
は第 2、第 4 木曜　午後 1 時 30 分
～ 4 時
●相談方法　電話による予約制です。

【グループミーティングかたらんね】
故人のこと、ご遺族自身のこと、さ
まざまな想いなどを自由に語り合い
ます。
●日時　奇数の第 4 木曜日　午後 2
時～ 4 時
●参加方法　事前予約は不要です。
直接会場にお越しください。
● 場所　熊本県精神保健福祉セン
ター　熊本市月出 3-1-120
[ 申・問 ] 熊本県精神保健福祉セン
ター☎ 096-386-1166

募
大牟田高等技術専門校
パソコン初級科訓練生募集

●受講期間　5 月 10 日（火）～ 8 月 2
日（火）午前 9 時 10 分～午後 4 時
●場所　サンビジネススクール大牟
田校（大牟田市日出町 1-2-5）
●内容　パソコンの基礎知識の習得
●応募資格　雇用保険受給資格者ま
たは、ハローワークから受講推薦を
うけることができる人。訓練を受け
て関係職種へ就職を希望する人
●入校選考日　4 月 19 日（火）9 時
30 分
●選考会場　大牟田
高等技術専門校
●合格発表　4 月 28
日（木）
●定員　25 人
●申込期限　4 月 7
日（木）まで
● 受 講 料　 無 料（ 教 科 書 代として
10,000 円程度必要）
[ 申・問 ] 大牟田高等技術専門校
☎ 0944-54-0320

募
中央公民館自主サークル
お灸サークル三里の会

「つぼ」などの勉強をして、毎日の
健康増進に役立ててみませんか？ま
ずは、見学に来てください。
●日時　毎月第 4 水曜日　午前 10 時
～正午
●場所　中央公民館
[ 申・問 ] 渡辺☎ 090-8352-1706

イ 脳卒中による障がいに
悩み苦しむ人たちの集い

一人で悩まず、私達と一緒に語り
合ってみませんか？毎月開催してい
るので、お気軽にお問い合わせくだ
さい。

なお、手助けいただけるボランティ
アを募集しています。
●場所　九看大駅前プラザ（JR 玉名
駅前）
[ 問 ] れんげ草の会　藤崎☎ 73-8655

●九州新幹線が全線開業しまし
た。新幹線の先頭の流線形は空
気力学などに基づいて作られて
いるものだと思いますが、見た目
がとても美しいのが印象的です。
最近は騒音防止も考慮して形を
決定しているそうです●荒尾市
は九州のほぼ中央に位置してお
り、九州を旅行するには大変便利
な土地です。特に鹿児島は新幹
線開通でより行きやすくなりまし
た●ぜひ黒豚しゃぶしゃぶを食べ
て、西郷さんと記念写真を撮って
こようと思います●（モ）
◆今回の表紙は梅です。毎年 1 度
か 2 度、表紙の写真の題材にと
ても悩むことがあります。できる
だけ市民の皆さんを…と思ってい
ますが、今のところ、ぷらっと人
を撮影しに行くことはできません
…◆発想の転換が必要だな～と思
う今日この頃です◆（c）
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日（曜） 催し物【会場】 主催者・問 日（曜） 催し物【会場】 主催者・問
1（金）

～
3（日）

第 23 回珍文館展　
10:00 ～【ギ】

珍文館
☎ 62-6865 23（土）

荒尾市民文化祭
第 40 回豊渕会民踊まつり

13:30 ～【大】
荒尾市教育委員会
☎ 63-1681

3（日） ピアノ発表会
13:15 ～【小】

堀澤美由紀
☎ 66-2275 24（日）

文化センター自主事業
映画「悪人」

10:00 ～ /14:00 ～ /18:30 ～【大】

文化センター
☎ 66-4111

14（木）
～

17（日）
球仙書道会

9:00 ～【ギ・ア】
球仙書道会
☎ 66-3481 24（日）

（社）熊本県臨床検査技師会
第 43 回熊本県医学検査学会

8:50 ～【小】

荒尾市民病院検査科
☎ 63-1115（内線 486）

17（日）
科学技術週間行事

13:00 ～【小】
※子ども科学館は無料開放

荒尾少年少女発明クラブ
☎ 63-1681

【大】大ホール　【小】小ホール　【ギ】ギャラリー　【ア】アートフォーラム
※詳しくは主催者にお問い合わせください。

荒尾総合文化センター
（指定管理者 : 中央設備 ステージ・ラボ共同体）

〒 864-0041　荒尾市荒尾 4186-19
☎ 66-4111　FAX 66-4115

e v e n t   a n d   i n f o r m a t i o n

文 化 セ ン タ ー 自 主 文 化 事 業4  月Apri l

■ 4 月 の 催 し も の ■

有 明 音 楽 祭 ３ 月 27 日（日）

３ 月 20 日（日）
開演  午前 11 時

大ホール　入場無料

文化センターは、有明広域圏施設として
ATSB 吹奏楽フェスタを支援しています

第 31 回 A T S B
吹奏楽フェスタ

―Arao Tamana School Band―

毎年恒例の吹奏楽の祭典！荒尾玉名地域の中
学校・高校の吹奏楽部が大集合！乞うご期待 !

第 63 回名作映画鑑賞会 悪 人
◆日時  4 月 24 日（日）
◆大ホール
❶ 10:00　❷ 14:00
❸ 18:30　（3 回上映）

日本アカデミー賞などさまざまな
賞を総なめ！見逃せない映画！

◆入場料（全席自由）
一般 1,000 円
ペア 1,800 円（当日券無）
シルバー（65 歳以上）・
高校生以下（小学生
以上）800 円
※当日券は各 300 円増

文化センター設立 25 周年記念
絵画・写真・作文コンクール

作 品 募 集
〈題材〉荒尾総合文化センター
〈規格〉

［絵画］四つ切り画用紙大・画材自由
［写真］2L サイズ以上
［作文］800 字程度（思い出の写真な

どがあれば添付してください）
〈応募締切〉4 月 20 日（水）

※詳しくはお問い合わせください。
問文化センター　☎ 66-4111

郷田明倫 関島秀樹 ヒロシ

開 演  午後 2 時　大ホール

司会　永田 美佐子

春爛漫の一日
楽しい楽しい音楽祭の開催です！

さあ、いよいよ幕が上がります !

ピアノ伴奏　堺 康馬
（大牟田市出身・武蔵野音楽大学准教授）

《入場料》お求めはお早めに！
一般　2,500 円（当日 3,000 円）
ペア　4,500 円（当日なし）

賛　助　出　演
★桜ゆりかご会
★混声合唱団 ARAO
★コーロ・エレガンテ
★一般参加のコーラス隊

　同時開催・噴水前広場

有明うまかもん市

サクラ満開 !

✿ 午前 10 時 30 分～午後 2 時

野外コンサート
地元で活躍中のミュージシャンの競演

✿ 午前 10 時～午後 5 時　

うまかもん市・物産品販売
荒尾・玉名のうまかもんが大集合

おいしさイッパイ！

たのしさイッパイ！

文化センターは一日中お祭りです！
お気軽にご来場ください！

2011
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月
1
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発
行

A
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ity P

u
b

lic R
elatio

n
s 早春を告げる荒尾のまつり、開催

　～にしばるさん・こくんぞさん　春季大祭～

２
月
11
日（
金
）に
西
原
大
神
宮
で
、

13
日
（
日
）
に
四
山
神
社
で
そ
れ
ぞ

れ
春
季
大
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

西
原
大
神
宮（
に
し
ば
る
さ
ん
）は
、

五
穀
豊
穣
・
子
ど
も
の
す
じ
ひ
き
つ

け
・
子
ど
も
の
健
康
と
成
長
を
願
う

神
様
と
さ
れ
て
い
て
、
子
ど
も
を
連

れ
た
家
族
が
多
く
参
拝
し
ま
し
た
。

ま
た
、
四
山
神
社
は
商
売
繁
盛
・

縁
結
び
・
交
通
安
全
の
神
様
で
す
。

か
つ
て
虚
空
蔵
菩
薩
が
降
臨
し
た
と

い
う
言
い
伝
え
か
ら
「
こ
く
ん
ぞ
さ

ん
」
と
呼
ば
れ
、親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

多
く
の
人
が
参
拝
し
、
春
の
訪
れ

を
告
げ
る
祭
り
を
楽
し
み
ま
し
た
。 ▲ 四山神社の沿道に立ち並ぶ露店。宵闇に浮かび上がる明かりと、おいし

そうな匂い、行き交う人たちの笑顔。お祭りにわくわくするのは、今も昔も
変わりません。

日頃の学びの成果を披露
　～第 26 回荒尾市解放文化祭　開催～

2
月
12
日（
土
）か
ら
15
日（
火
）の
４

日
間
、
人
権
啓
発
セ
ン
タ
ー
と
児
童

セ
ン
タ
ー
で
解
放
文
化
祭
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
文
化
祭
は
人
権
・
部
落
問

題
の
１
日
も
早
い
解
決
を
目
指
し
て

開
催
さ
れ
、今
年
で
26
回
目
で
す
。
差

別
の
な
い
明
る
い
社
会
づ
く
り
に
つ

い
て
考
え
る
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

展
示
で
は
、人
権
に
関
す
る
作
文
・
ポ

ス
タ
ー
・
標
語
の
展
示
な
ど
解
放
学
習

の
成
果
の
紹
介
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
舞

台
発
表
で
は
カ
ラ
オ
ケ
教
室
と
日
舞
教

室
の
皆
さ
ん
が
練
習
の
成
果
を
披
露
し

ま
し
た
。
飛
び
入
り
参
加
者
も
現
れ
、

会
場
は
笑
顔
に
溢
れ
ま
し
た
。

▲ 展示部門の生け花。ほかにもたくさんの作品が展示されました。

荒尾の「元気づくり」が結集。成果を発表
　～第６回元気づくり交流会　開催～

２
月
20
日（
日
）、あ
ら
お
シ
テ
ィ
モ
ー

ル
シ
テ
ィ
ホ
ー
ル
で
、
第
６
回
元
気
づ

く
り
交
流
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

第
１
部
で
は
、
新
し
く
参
加
し
た

井
手
川
地
区
元
気
づ
く
り
会
に
よ
る

活
動
報
告
と
、
二
小
元
気
会
に
よ
る

古
着
を
リ
フ
ォ
ー
ム
し
た
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
が
行
わ
れ
、
参
加
者

か
ら
盛
大
な
喝
采
を
浴
び
ま
し
た
。

ま
た
、
第
２
部
で
は
特
定
非
営
利

活
動
法
人
大
牟
田
吉
野
街
づ
く
り
委

員
会
に
よ
る
先
進
事
例
の
紹
介
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

今
後
の
ま
ち
づ
く
り
の
指
針
と
な

る
有
意
義
な
催
し
に
な
り
ま
し
た
。 ▲ ファッションショー。着物をリフォームしてドレスに。堂々としたウォー

キングに、視線が集まりました。
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